
第一回 伝統医学研究会 

「いかに技能・技術を後進に伝えるか」 

〜「暗黙知」の観点での実践報告例と各科横断的な情報共有の呼びかけ〜 

  

新医協の各部会の会員の皆様、お元気でお過ごしでしょうか。 

医療に携わるどの分野でも、次世代を担う若手にベテランが自分のノウハウを伝授・継承することは共通の重要課

題でしょう。この問題に対して「暗黙知」という概念を応用して、ベテランの手技をわかりやすく初学者が再現でき

る手法が産業界で確立されています。 

 歯科領域会員の松下先生はこの方面の専門のインストラクターを招聘して、自らの臨床手技を解析してもらい、歯

科領域で触診の領域まで踏み込んだマニュアル作成を試みています。今回松下先生の取り組みをご紹介しながら、こ

の手法を医療領域全般に応用することが次世代の育成、医療界全体のスキルアップに貢献する可能性が大きいことを

皆さんに確認していただきます。 

 また鍼灸部会は３０年以上続けてきた「鍼灸臨床講座」にて、いかに触診技術、治療技術を伝承するかを研究して

きました。今までどのような工夫をしてきたかをご紹介させて頂きます。 

 同時にこれまでの皆さんの技能伝承の試みを情報共有し、「暗黙知」解析の取り組みと併せて、技能継承の問題に

大きな進歩を医療界に我々がもたらして参りましょう。 

 

記 

日時：２０１８年４月２２日（日）１７：００〜１９：００ 

場所：大森鷲神社内 おおとり会館 （大田区大森北 1-15-12 ／ 最寄り駅：JR 大森駅東口徒歩 5 分） 

参加費：無料（新医協会員に限る） 

申込み：参加ご希望の方は、honbu@shinikyo.com（白井）までご連絡下さい。 

 

■伝統医学研究会とは 

40 年前、新医協では年間数回、小児科、内科、整形外科などの先生を囲んで鍼灸や漢方分野の会員が新医協の事務局に夜集まり

勉強会をしていました。明治以来、不幸にも分離された伝統医学と西洋医学の壁を乗り越えて互いに交流し、補い合いながら全人

的な医療の実現を目指して歩んでいました。今春、WHO にて国際疾病分類（ICD）に伝統医療（湯液・鍼灸）が加えられること

もあり、今後益々伝統医学の重要性が高まってきます。昨年、歯科領域と鍼灸部会が交流する中で、今後お互いに補い合うことが

沢山あり、これは新医協全体にも役に立つのではないかと考え、岩倉会長の勧めもあり、伝統医学研究会を発足することになりま

した。今後も様々なテーマで開催していきたいと考えています。 
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